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Sun Java Workstation W1100z
および W2100z リリースノート

リリースノートや Sun Java Workstation W1100z および W2100z に関するその他の文書の最

新版については、次のいずれかの Web サイトの［Documentation］リンクをクリックしてく

ださい。

http://www.sun.com/w1100z
http://www.sun.com/w2100z

Sun Java Workstation W1100zおよびW2100zに関する次の不具合と考慮点にご注意くださ

い。

■ 「USB マウス」（2 ページ）

■ 「グラフィックスカード」（2 ページ）

■ 「電源中断」（2 ページ）

■ 「マウスデバイスの診断」（3 ページ）

■ 「Linux NVIDIA ドライバ」（4 ページ）

■ 「FX1100 グラフィックスカード」（4 ページ）

■ 「Red Hat Enterprise Linux 3 WS AMD64 Update 1」（4 ページ）

■ 「1394（Firewire）インターフェイス」（5 ページ）

■ 「Windows XP Professional WHQL 証明」（6 ページ）

■ 「診断パーティション」（6 ページ）

■ 「ハイバネーション」（6 ページ）
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ハードウェア /BIOS の問題
Sun Java Workstation W1100z および W2100z では、インストールされているオペレーティ

ングシステムにかかわらず、次のハードウェアおよび BIOS の問題が発生します。

USB マウス

Sun Java Workstation W1100zおよびW2100zの日本向けのアクセサリキットに付属してい

る Sun USB マウス（部品番号 370-3632-02 以降）を必ず使用してください。Sun Java
Workstation W1100z および W2100z で部品番号 370-3632-01 の Sun USB マウスを使用し

ようとすると、マウスが正しく動作しない場合があります。

グラフィックスカード

次のグラフィックスカードの DVI コネクタの動作にご注意ください。

■ FX3000：このカードには 2 つの DVI コネクタがあります。1 つはプライマリモニタ用、

もう 1 つはセカンダリモニタ用です。モニタを 1 台しか使用しない場合は、コネクタを

それぞれテストして、どちらがモニタと連動しているか確認の必要が生じることもあり

ます。

■ FX500：このカードには、1 つのアナログコネクタ（HB-15）と 1 つの DVI コネクタがあ

ります。シングルスクリーン構成では、アナログ出力を使用する必要があります。DVI
コネクタは、セカンダリ画面に使用できます。 

電源中断

システムへの電源が通常のシャットオフ手順以外の何らかの原因で中断した場合は、10 秒

以上待ってからシステムの電源を入れてください。この間にスタンバイ電源がシャットオフ

できます。
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マウスデバイスの診断

Sun Java Workstation W1100zまたはW2100zのマウスデバイスの診断チェックを行う場合

は、PS/2 マウスに関する BIOS 内でのデフォルト設定を変更する必要があります。

PS/2 マウスの BIOS 設定を変更するには、次の操作を行います。

1. ワークステーションの電源を入れる、または再起動します。

2. POST の間に F2 キーを押して BIOS セットアップ画面を起動します。

3. BIOS セットアップ画面で［Advanced］タブを選択します。

4.［I/O Device Configuration］を選択します。

5.［PS/2 Mouse］を選択します。

6. Enter キーを押して、［Enabled］を選択します。

7. F10 キーを押して設定を保存し、BIOS セットアップ画面を終了します。
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Linux 固有の問題
Linux オペレーティングシステムがインストールされている Sun Java Workstation W1100z
および W2100z では、次の問題が発生します。

Linux NVIDIA ドライバ

NVIDIAウェブサイトで入手できる、古いNVIDIA Linuxディスプレイドライバのバージョ

ン 1.0-5336（32 ビット）、1.0-5332（64 ビット）およびそれ以前をインストールしないで

ください。これらのバージョンのドライバは、Sun Java Workstation W1100z および W2100z
がロックする原因となります。

Sun Java Workstation W1100z and W2100z Supplemental CD に入っている NVIDIA ドラ

イバをお使いください。

FX1100 グラフィックスカード

FX1100 グラフィックスカードがインストールされている Sun Java Workstation W1100z ま

たは W2100z に Red Hat Enterprise Linux 3 WS AMD64 をインストールする場合は、イン

ストール GUI ではなく、テキストモードを使用してインストールする必要があります。 

テキストモードインストールの実行については、Red Hat Enterprise Linux 3 のドキュメン

トをご参照ください。 

Red Hat Enterprise Linux 3 WS AMD64 Update 1
Red Hat Enterprise Linux 3 WS ソフトウェアをインストールしたら up2dateユーティリ

ティを実行し、次に Sun Java Workstation W1100z and W2100z Supplemental CD からビデ

オドライバをインストールしてください。最新の NVIDIA ディスプレイドライバが正しく

動作するためには、Red Hat Enterprise Linux 3 WS AMD64 Update 1 が必要です。 

すでに NVIDIA ドライバがインストールされている場合は、カーネルが更新されるため、

up2dateの実行後に NVIDIA ドライバを再インストールする必要があります。
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1394（Firewire）インターフェイス

IEEE 1394 インターフェイスは、Red Hat Enterprise Linux 3 ソフトウェアではサポートさ

れていません。Sun Java Workstation W1100z または W2100z に Red Hat Enterprise Linux
3 WS オペレーティングシステムがインストールされいる場合は、次の手順を実行して 1394
ポートを有効にする必要があります。

1. Sun Java Workstation W1100z または W2100z に Red Hat Enterprise Linux 3 WS CD
3 を挿入します。

2. 次の rpmをインストールします。

rpm -ivh kernel-unsupported-2.4.21-4.EL.カーネル .rpm

このときカーネルは、実行する Red Hat のカーネルです。

ご参考：　SMP システムがある場合は、smpカーネル および upカーネルの両方を起動し、

それぞれの rpm を各カーネルの下にインストールする必要が生じる場合があります。uni
カーネルと smpカーネルの間で起動する場合は、この手順を 2 回だけ実行すれば十分です。

3. /etc/modules.confディレクトリに次のエイリアスを追加します。

alias ieee1394-controller ohci1394

ご参考：　エイリアスを正確にタイプ入力しないと、Red Hat Enterprise Linux 3 がハング

する場合があります。 

4. rescan-scsi-bus.shスクリプトを次の URL からダウンロードします。

http://www.linux1394.org/scripts/rescan-scsi-bus.sh

5. ワークステーションを再起動します。

1394 デバイスは、ステップ 6 でスクリプトを実行するまで列挙されません。

6. 次を入力して、rescan-scsi-bus.shを実行します。

# sh /rescan-scsi-bus.sh

ハードウェアブラウザまたは /proc/scsi/scsiディレクトリにデバイスが表示されます。
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Windows 固有の問題
Windows XP Professional オペレーティングシステムがインストールされている Sun Java
Workstation W1100z および W2100z では、次の問題が発生します。

Windows XP Professional WHQL 証明

Sun Java Workstation W2100z は、Microsoft Hardware Quality Labs（WHQL）から Windows
XP Professional オペレーティングシステムが動作する認証を受けています。ただし、Sun
では Windows XP Professional オペレーティングシステムをサポートしていないので、ソフ

トウェアとサポートは Microsoft の販売代理店から入手してください。

診断パーティション

Sun Java Workstation W1100z および W2100z 診断の診断パーティションを Windows XP に

よってマウントすることはできません。診断ソフトウェアは、ワークステーションの診断

パーティションにテストログを書き込みます。診断ソフトウェアはWindows XP Professional
で実行できますが、ユーザがログファイルを読むことはできません。 

ハイバネーション

Sun Java Workstation W1100z および W2100z で Windows XP Professional を実行している

場合、システムがハイバネートまたはスタンバイモードのときは、USB マウスやキーボー

ドからシステムの動作を再開することはできません。

ハイバネートまたはスタンバイモードからシステムの動作を再開するには、プラットフォー

ム電源ボタンを押してください。 
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